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「眠り小物」と「寝室地図」調査

生活財生態学の歴史や定義に触れる前に． まず生活財生態学的アプローチに基づいて，

実際に筆者が行った質的調査の事例として， 「眠り小物」調査を挙げておこう。「眠り小

物」とは，われわれの睡眠文化研究会において．寝床周りにある雑貨類などを総称して

命名したものである（高田公理他編『睡眠文化を学ぶ人のために』世界思想社． 2008)。

「眠り小物」とはいっても．直接的に睡眠を目的にした枕や毛布だけでなく，毎晩抱

きかかえて寝るヌイグルミや，寝る前に見聞きする本・音楽・テレビ．環境を整えるア

ロマや加湿器など． 「枕元や布団周りにあって．寝（眠り）ながら五感に触れるすべての

事物」を指す。小はi-pod携帯ミュージックプレイヤーから．大は人体より大きなヌイ

グルミまで，すべて「眠り小物」と呼ぶゆえんは，演劇モデルに由来している。すなわ

ち，劇場の舞台で背景となる作りつけ(immobile)の装置＝｢大道具」に対して，大きさ

の大小にかかわらず，動かせる(mobile)装置や小物類をすべて「小道具」と呼ぶのと

同じく‘眠りに関わるお気に入りグッズのうち．動かせる物すべてを「眠り小物sleep-

ing(mobne) favorites」と呼ぶのである。

さて， この「眠り小物」調査を開始してわかったのは．他人の寝室への観察や撮影と

いった直接的調査がきわめて難しいこと。なおかつ．間接的なインタビュー調査によっ

てさえ，肝心のデータが得られにくい点であった。すなわち，風呂と同様寝室はきわ

めてプライベートな空間であり，公開するのに抵抗があること。もう一つは． 「眠るた

めに必要な小道具」という「眠り小物」概念が．ふだんは無意識下にあって､他人に語

ろうにも，そもそも本人にとってさえ．その存在が自覚されていない点である。

たとえば．アメリカの4コマ漫画『ピーナッツ』の登場人物を例にあげてみよう。主

人公スヌーピーは閉所恐怖症のため，いつも犬小屋の内部でなく,屋根の上に寝ている。

彼にとっての犬小屋の屋根は寝具であり， 「眠り小物」でもある。さらに不安症気味の

ライナスは， 「安心毛布」を一日中持ち歩いているが．おそらく本人は毛布を「眠り小

物」として自覚していない。が本来は夜に用いていた「安眠毛布」を昼用の常時携帯

グッズへと転用したものであろう。

実際アメリカで「眠り小物」調査を行った際インフオーマント （被験者・情報提供

者）の多くは， 「わが寝室に眠り小物なし」と答えた。が，許可を得て実際に寝室を訪

ねると､多くの場合．枕元には聖書やコーランが置かれていた。別の寝室には護身用ピ

ストルがあった。調査する私たちから見ればいずれも個性的な「眠り小物」の典型で

あるが，寝室の主にとって，その自覚はなかったのである。こうした無意識的な「眠り

小物」こそ，私たちが知りたい調査対象であるのに，観察やインタビューが届かないと

なると， どうすればよいか。

|に蔑認，）た
ん
す躯

| ｼﾌｧｰ ’ソファー
イ

、
剛
Ｕ
トツ

榊
韮
感
．
ゼ

別
う
て
る

的
ア
し
裏
ク

に
も
卜
て
Ｉ ○

頭
、
鍾
郵

］

野
函
囮
函

函
囮
函

オ
ー
デ
ィ
オ

オ
ー
デ
ィ
オ|｜ “

机 狸本翻

外部アクセス型 深奥コクーン型

出所；藤本悲一「眠りのくプレイ〉モデルと寝室地図」高田公理・堀忠雄・亟田眞義編『睡眠文化

を学ぶ人のために』世界思想社, 2008. p.65。

’

実は． 「眠り小物」調査を開始する前から．携帯電話・モバイル文化研究者である私

の手元には偶然にも， 「眠り小物」データがあらかじめ集積していた。ポケベル・腕時

計・ケータイ・スマホの家屋内における所在の調査や．その発展形である生活財生態学

的な家財調査によって，半ば偶然の副産物として． 「眠り小物」データが得られていた。

そして， 「眠り小物」を知るためには．それが分布する生態環境全体を， インフオーマ

ント本人に記述・スケッチしてもらうことになる。この「眠りの生態環境図」を．便宜

的に「寝室地図」と呼んだ。

これら「寝室地図」調査は，後述する生活財生態学の創始者．栗田・疋田らの「家庭

景観図」を踏襲しつつ，筆者の現代的解釈によって． 「家の象徴的な中心とは何か」を

調べる． 「家の核スケッチ」調査（藤本憲一「同心円モデルに基づく家イメージの分析一

.メディア環境’ としての家」ファッション環境3巻2号． 1993）の発展形であった。

すなわち具体的には，家全体の間取りを描いてもらった上で，重要アイテムを．本人

にとって大切な順に記入してもらう， 「主観生態学」的方法である。当初は家庭内に

おけるメンタルな中心、いわば「家の核」に相当するアイテムとして．テレビや食卓

ペットという回答を得ていた。ひきつづき．腕時計・ポケベル・ケータイ・スマホの家

庭内における置き場所に重点を置いてスケッチしてもらったところ．常時携帯しながら

持ち歩く大切な小物は，おしなべて夜も枕元に置かれる事実が判明した。「本人に愛好

されている重要な事物は無意識のうちに，重要な順に頭を中心に家屋内で同心円状に

分布している」生態学的結論を得たのだ。

「家と携帯メディアの調査」で得た知見を． そのまま「寝室地図スケッチ」調査

(1998～2010)に応用した結果． 「眠り小物」の概念がインフオーマントに伝わらなくて
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